
令和６年度　徳島市富田中学校　総括評価表 

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価 次年度への課題と 
 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　価 学校関係者の意見
今後の改善方策

  評価指標  評価指標の達成度  総合評定 ◇個人の自主性を尊重 ◇本年度教育ＤＸ推進校
    した取組に評価する。 として，１人１台端末を

 　 ○一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会 Ａ ６７．０％ (評定)  活用しながら，個別最適
  　を提供している。 Ｂ ３０．０％   な学び・協働的な学びの
  ○到達度等に応じて指導方法や教材を工夫し，わかりや Ｃ   ３．０％       ◇ホワイトボードミー 充実に取り組んできた。
  　すい授業を心がけている。   ティングや卒業プロジ 次年度も生徒が主体とな
  ○授業実践の中で振り返りの場を設定している。 ェクト等の取組の成果 った授業のあり方を模索
  ○チョークの色やスライドの配色に気を配っている。 が結果に出ている。 し，実践していく。 

    
  ○ホワイトボードを取り入れるなど，級友との対話を意 Ａ ６３．０％ (所見)  ◇生徒の特性を来年度に
  　識した授業を取り入れている。 Ｂ ３３．０％ 　昨年度と比べる ◇重点目標はよく考え しっかりと引き継ぎ，そ
  ○授業や意見発表会などで表現の場を取り入れ，工夫し Ｃ 　３．０％ と，全体的に十分 られており，更に強化 れぞれの生徒の能力・適
  　ている。 に達成できた（Ａ） してほしい。 性に応じた授業作りを，
  ○教科ならではの見方・考え方を育むことにつながり， と答えた教員が多  学力向上推進担当を中心
  　何ができるようになるかを意識した指導と評価に取り く，教育ＤＸ推進  に子ども目線で検討して
  　組んでいる。 の効果があった。 ◇タブレット等のＩＣ いく。 
学力向上 生徒一人ひとりが 　また多くの職員 Ｔ機器を効果的に活用 ◇基本的生活習慣の定着
 「主体的・対話的 ○デジタル教科書などの活用により映像・音声資料等を Ａ ６７．０％ 研修に取り組むこ し，生徒の興味・関心 を図り，前向きな態度で
 で深い学び」を実 　指導に生かしている。 Ｂ ２３．０％ とで教職員の意識 を高め，集中力の持続 授業作りに取り組んでい
生きる力 現する授業実践を ○タブレット等のICT機器での指導効果を高めるため， Ｃ １０．０％ が高まった。授業 につながるよう更に継 けるよう，生徒指導主事
課題解決 めざす。 　パワーポイント等による自作教材を工夫している。 においても指導方 続し強化してほしい。 や養護教諭と連携を図
能力の育 ○インターネットを利用した調べ学習などに取り組んで 法の幅が広がり，  り，ポジティブな行動支
成 　いる。 子どもの興味・関  援を図りながら，保護者

心を高めることに ◇昨年度より行ってい には様々な角度から協力
活動計画  活動計画の実施状況  つながっている。 るウェルビーイングの を依頼していく。 

  　教員の指導スキ ための取組を引き続き  
①どの生徒にも授業の進度がわかりやすく振り返りがし 　先生はわかりやすい授業に ルの向上はもちろ お願いしたい。 ◇生徒にとって「分かり
　やすい，ユニバーサルデザインを意識した授業を実践 なるよう工夫しているという ん，「個別最適な やすい」授業を実現する
　している。 生徒の声は93％で，学校の授 学び」と「協働的 ために，教員のスキルア

業を理解している生徒は81％ な学び」の指導と ップにつながる研修を年
であった。 評価に関する研究 間を通して計画的に取り

を継続して進めて 組んでいく。
②ホワイトボードミーティングⓇを取り入れ，自由な発   ホワイトボードミーティン いく必要がある。
　想や多様な考え・意見を出し合い，課題を解決しよう グⓇやグループ学習，卒業プ
　とする力や自他の思いや考えをまとめ，書いたり表現 ロジェクト等自分の意見を発
　したりする場を設けている。 表する取組を実施し生きる力

を育む活動の充実を図った。

③タブレット等のＩＣＴ機器を効果的に活用するなど， 　ＧＩＧＡスクール構想を積
　生徒の学習への興味関心を高め，集中力の持続につな 極的に推進し，ＩＣＴ機器を
　がる授業を実践する。 他のツールと有機的に繋げて

効果的に活用した。

  評価指標  評価指標の達成度  総合評定 ◇生徒への育成に取り ◇「生徒も教職員もみん
    組まれ，子どもたちが なでファシリテーターに
  ○ホワイトボードを取り入れるなど，誰もが本音を言え Ａ ５０．０％ (評定) 躍進する姿が見える。 なろう」を合い言葉に，
  　る場をつくり，協働しながら個別人権課題に向き合う Ｂ ４３．０％   課題解決能力の育成に取
  　授業に取り組んでいる。 Ｃ   ７．０％        り組んできた。次年度に
  ○日常の学校生活の中で，人権を尊重する態度を身につ   ◇生徒一人一人への指 おいても，ホワイトボー

    　けさせている。 導の充実は難しい課題 ドを活用しファシリテー
  ○全ての教育活動を通じてコミュニケーション能力や， と考えるが，出前授業 ションスキルを高めてい
   　表現力の育成に取り組んでいる。 や各講演の開催がウェ く。

 生徒理解に努め， ルビーイングへのきっ  
生徒指導 生徒一人一人に応 ○ケース会議に参加したり個別の指導計画や指導記録を Ａ ４７．０％ (所見) かけとなっている。 ◇教職員が学校生活の様
の充実 じた指導の充実を 　作成したり（確認したり）して，情報を共有している。 Ｂ ４０．０％ 　本年度もちょん  々な場面で知り得た生徒

Ｂ

Ａ



 図るとともに，特 ○休み時間や放課後などを利用して，個に応じた補充学 Ｃ １３．０％ せいこ先生を講師  の情報を，生徒に関わる
特別支援 別な支援を必要と 　習を行っている。 にホワイトボード ◇人権を尊重しながら 全ての教職員にできるだ
教育の充 する生徒に，きめ ○校内支援委員会・関係機関と連携して生徒支援・日本 ミーティングⓇを 意見を出し合い，学び け速く伝達することがで
実 細かい指導体制を 　語支援など，個の困難さに応じた指導を行っている。 取り入れた。校訓 を深め，社会に出てか きる組織作りを，生徒指

構築する。 「友愛・自律・互 らも差別を解消する実 導主事を中心に整備して
○学んだことをふり返りながら，新たな学習や生徒への Ａ ５３．０％ 敬・互譲」の精神 践力をもった子どもの いく。 
　意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活動 Ｂ ３７．０％ を生徒それぞれに 育成を特に進めていた  
　を行っている。 Ｃ １０．０％ 理解させるととも だきたい。 ◇全ての教職員が「ＷＩ
○出前授業や講演など体験的な教育活動を計画的・効果 に，「誰もが幸せ  ＴＨ」の精神をもって教
　的に行っている。 をになるために」 ◇生徒・教職員・保護 育活動が送れるよう，生
○あらゆる教育活動において，キャリア教育の視点を取 を考え，対話を重 者・地域が一丸となっ 徒に寄り添う時間を確保
　り入れた評価・改善を行っている。（キャリアパスポ ね生活の中で実践 て学校教育目標の達成 し，校務分掌の見直しや
　ートの利用等） できるよう学校を のためにしっかり取り 行事の精選を図ってい

あげて取り組むこ 組めたものと評価して く。 
活動計画  活動計画の実施状況  とができた。   いる。  

   　全ての学級にお ◇特別支援教育コーディ
①自分や他者の人権を尊重しながら意見を出し合い，学 　授業だけでなく，活動や集 いて，特別支援教 ◇学校に登校すること ネーターを中心に，目の
　びを深めながら「解」を創り出す力を身につけ，社会 会でホワイトボードを利用 育の視点が生かさ が全てではないが，生 前の生徒に最適な支援を
　に出てからも差別を解消する実践力を持った生徒の育 し，「ウェルビーイングな学 れるよう，生徒理 徒への寄り添いや学校 実践できるよう，教員の
　成に取り組む。 校になるために」について考 解に重点を置い への提案など難しい課 スキルアップが図れる研

える機会を増やした。 て，組織的に取り 題の中でこれからの学 修をしていく。
組むことができ 校の取組に期待した

②特別支援学級だけにとどまらず，全ての学級の生徒を   特別支援教育コーディネー た。 い。
　対象に個々のニーズに対応した特別支援教育を推進し ターを中心に共通理解を図り 　（株）ＷＯＴＡ
　ている。 専門機関の協力を得ながら推 の前田瑶介さんに

進した。 出前授業に来てい
ただきアントレプ

③体験的な活動を重視し，社会的，職業的な自立に向け   年間指導計画に基づき，学 レナーシップ（起
　て必要な資質・能力を身につけさせるなど生徒一人一 年ごとに，組織的・系統的な 業家精神）を図っ
　人の発達段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育 取組を実施し，出前授業を実 た。
　を推進している。 施した。

  評価指標  評価指標の達成度  総合評定 ◇地域との連携に努力 ◇広報活動としてホーム
    され参加も積極的で数 ページの更新を昨年より
家庭・地 　家庭・地域との ○学年・学級の各種通信，メール配信を積極的に活用し， Ａ ６０．０％ (評定) 値に表れており，良い 増やしたり、ふれあい健
域との連 連携を図るため， 　情報発信を行っている。 Ｂ ３７．０％  傾向である。 康館と連携して，生徒作
携協働 学校の取組を積極 ○学校ホームページの更新や閲覧を日頃より意識し，最 Ｃ 　３．０％       ◇開かれた学校づくり 品を展示し，保護者や地

的に広報し，保護 　新の学校情報の共有に努めている。  を引き続き協力願いた 域の方に見ていただい
者や地域の方々の ○家庭訪問や電話連絡をこまめに行い，保護者との連携 い。 た。また，各地区の祭り
理解と協力のも 　を深めている。 ◇これからも多くの地 や三世代餅つき大会の参
と，教育活動を実 域行事に参加できるよ 加，徳島市防災避難訓練
践する。 ○日頃から，保護者や地域の方に積極的に挨拶をしてい Ａ ５７．０％ (所見) うお願いしたい。 の参加，校区周辺の巡視

　る。 Ｂ ３３．０％   徳島市防災訓練 ◇生徒について，勉強 など地域の方々との交流
○保護者や地域の方々からの理解を得られるように各種 Ｃ １０．０％ や御神輿・もちつ 面に課題があるもの の機会をもった。幼小中
　行事への参加など積極的に連携を図っている。 き大会等に参加し の，学校が取り組んで 地域の方々との地域連絡
○保護者や地域の方が参加しやすくなる日程で学校行事 地域とのつながり いる各項目については 協議会においては生徒の
　を計画・運営している。 を深めた。 生徒達へ十分に伝わっ 実情を理解していただ

　子どものことを ているものと判断でき き，生徒の見守り体制の
活動計画  活動計画の実施状況  大切に考えてくだ る。 協力をいただいた。今後

  さる地域や保護者 ◇保護者もホームペー もさらに地域と学校との
①学校の情報を積極的に発信し，開かれた学校づくりを 　学校ホームページの更新を の人に対して，学 ジ等の情報公開やウェ 連携を深め，子どもの成
　行う。 適宜行い情報発信に努めた。 校での様子をホー ルビーイングの学校の 長に積極的に関わってい

ムページや学年便 取組をしっかりと評価 ただけるよう工夫してい
②各種学校行事において保護者や地域の方々と協力体制   案内文書に加えてホームペ りを年間通して発 している。 く。 
を築こうと努力している。 ージ掲載やミニコミ誌への配 信することができ ◇新町・富田・昭和の  

信を実施し，周知・広報を行 た。 各地域と連携が取れた
った。 取組ができないか。 

 

「評定」の基準　　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった 

Ａ


